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※ モエンの施工については、設計施工資料集「モエン標準施工法」も併せてご参照ください。

モエンサイディング（以下モエン）の安全性と品質を確保するために、ニチハの施工基準を設定しております。

外張り断熱工法の外壁部分を安全に施工していただくための基準となります。

対象は補助桟（横桟）、防水紙、胴縁、モエンの施工に関する外壁部分についてのみとし、屋根、基礎などの

部分の断熱方法、取り合いについては除外させていただきます。

　１－２　ニチハ施工基準（断熱厚75㎜超～100㎜以下）の概要

１）本工法の主なポイント

①断熱材（発泡系）の厚さが、７５㎜超～１００㎜以下限定の基準です。

②補助桟・横桟（横架材）を入れます。

③胴縁・補助桟の留め付けは指定ビスを使用します。

モエンの自重による垂れ下がりを防止するため、補助桟で支え、胴縁は断熱材の厚みごとに指定のビス

で留め付け、長さ・間隔・留付方法も条件により規定します。

モエン

※縦胴縁仕様のみとなります。

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準
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　１－６　縦胴縁仕様　各部の規定

外張り断熱工法

２）補助桟

①補助桟の材質

スギ・ベイツガなど胴縁と同様の材を使用してください。

①設置箇所

１）断熱材について

断熱材

断熱材

断熱材

１階建ての場合 ２階建ての場合

１階

厚さ（A)

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

補助桟

補助桟

補助桟

１階

２階

縦胴縁

桁側の壁 妻側の壁

断熱材の厚さ（75㎜超～100㎜）

幅　（B）
１００㎜以上

（妻壁下端に追加する補助桟は、１００㎜以上）

A

B

断熱材厚み

断熱材種類

７５㎜超～１００㎜以下

発泡系断熱材

※寄棟および切妻桁側の設置箇所は上図および下図左を標準位置とします。

切妻妻側については、下図右のように、妻壁下端に補助桟を追加し、屋根ケラバに沿って補助桟を設置します。

②寸法

③留付ビス

胴縁留付ビスと同じビスを使用（留付間隔は胴縁間隔以下）。

※ビスについては、３）胴縁の項目をご参照ください。

ケラバ部補助桟

ケラバ部補助桟妻壁下端

追加補助桟

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準
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　１－６　縦胴縁仕様　各部の規定

外張り断熱工法

⑤胴縁長さ

１本の連続した縦胴縁の長さを、下記の通り規定します。

※胴縁の上下端は必ず補助桟に留め付けてください。（必ず補助桟２本に留め付ける）

・胴縁長さは、 階高部分で３５００㎜以下としてください。

妻壁部分で２９００㎜以下としてください。

※胴縁は途中で切断部分のない連続した１本のものとします。

補助桟
縦胴縁

3
5
0
0
以
下

3
5
0
0
以
下

2900以下

胴
縁
両
端
に
補
助
桟

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準

7



8



外張り断熱工法

　１－６　縦胴縁仕様　各部の規定

⑦出隅部の胴縁施工について

　　⑦－１　施工注意事項（共通）

・　留付ビスの躯体（柱）端空き距離は、15㎜以上としてください。

（断熱厚が厚く施工時にずれやすいため、設計上15㎜以上としています）

・　留付ビスの胴縁端空き距離（幅方向）は、30㎜以上としてください。

（これ以上端部へ留め付けると、胴縁が斜めに転びやすくなります）

　　⑦－２　標準施工条件：同質出隅内寸１２０㎜使用の場合

　　　　　　　　・　同質出隅は、内寸120㎜以上のものを使用してください。

・　出隅部縦胴縁は、120㎜幅で下記図を参考に施工してください。

下記図は標準納まり例となります。（※該当部を分かり易くするため、出隅の片側のみの納まり図としております）

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準

1
2
0

120

1
5

16 23

断熱材厚

75超～100 面材厚

同質出隅　内寸120㎜

「断熱厚100㎜＋面材」でのシーリング仕様施工例

9
0

3
0
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外張り断熱工法

　１－６　縦胴縁仕様　各部の規定

⑦出隅部の胴縁施工について

　　⑦－３　標準施工条件：出隅部に木桟（断熱厚み×１５０㎜）を追加する場合

　　　　　　　　・　木桟（断熱厚み×１５０㎜）を補助桟留め付けと同じビスで４５５㎜以下の間隔で躯体に

　　　　　　　　　　留め付ける。

　　　　　　　　・　縦胴縁は、胴縁＋断熱材厚みを足して、木桟から（断熱厚み×１５０㎜）を貫通しないビス

　　　　　　　　　　（『パネリードⅡ　（プラス）』の長さ８０㎜～１２０㎜から選定）を４５５㎜以下の間隔で躯体に

　　　　　　　　　　留め付ける。

　　　　　　　　・　同質出隅は、内寸80㎜以上のものを使用してください。

・　出隅部縦胴縁は、90㎜幅・45㎜幅で下記図を参考に施工してください。

下記図は標準納まり例となります。（※該当部を分かり易くするため、出隅の片側のみの納まり図としております）

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準

内寸：80

1
5

16 23

断熱材厚

75超～100 面材厚

同質出隅　内寸80㎜

「断熱厚100㎜＋面材」でのシーリング仕様施工例

木桟：

断熱厚み×150㎜

パネリードⅡ　長さ８０㎜～１２０㎜　＠４５５㎜以下

パネリードⅡ　長さ１８５㎜

＋

＋

＋

9
0

同質出隅　Fu-ge専用実付　内寸100㎜

「断熱厚100㎜＋面材」でのノンシーリング仕様施工例

同
質
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隅
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1
0
0

1
5

16 23

断熱材厚

75超～100 面材厚

木桟：

断熱厚み×150㎜

9
0

4
5

パネリードⅡ　長さ８０㎜～１２０㎜　＠４５５㎜以下＋

パネリードⅡ　長さ１８５㎜　
＋

※木桟を躯体に取り付ける時に斜めに転び

やすくなりますのでご注意ください。

1
5
0

1
5
0

＋

＠４５５㎜

＠４５５㎜
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外張り断熱工法

　１－６　縦胴縁仕様　各部の規定

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準

同質出隅　Fu-ge専用突き付け　内寸90㎜

「断熱厚100㎜＋面材」でのノンシーリング仕様施工例
1
5

木桟：

断熱厚み×150㎜

16 23

断熱材厚

75超～100 面材厚

9
0

4
5

パネリードⅡ　長さ１８５㎜　＠４５５㎜
＋

パネリードⅡ　長さ８０㎜～１２０㎜　＠４５５㎜以下

※木桟を躯体に取り付ける時に斜めに転びやすくなりますのでご注意ください。

1
5
0

＋

⑦出隅部の胴縁施工について

⑦－３　標準施工条件：出隅部に木桟（断熱厚み×１５０㎜）を追加する場合

・ 木桟（断熱厚み×１５０㎜）を補助桟留め付けと同じビスで４５５㎜以下の間隔で躯体に

留め付ける。

・ 縦胴縁は、胴縁＋断熱材厚みを足して、木桟から（断熱厚み×１５０㎜）を貫通しないビス

（『パネリードⅡ　（プラス）』の長さ８０㎜～１２０㎜から選定）を４５５㎜以下の間隔で躯体に

留め付ける。

・ 同質出隅は、内寸80㎜以上のものを使用してください。

・ 出隅部縦胴縁は、90㎜幅・45㎜幅で下記図を参考に施工してください。

下記図は標準納まり例となります。（※該当部を分かり易くするため、出隅の片側のみの納まり図としております）

＋
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　１－６　縦胴縁仕様　各部の規定

外張り断熱工法

４）施工の注意点

①防水紙は、断熱材の上に防水テープなどで施工してください。

（気密シート・気密テープなどは断熱材各社の仕様によります）

②開口部まわりの防水テープによる止水処理は、必ず行ってください。

③胴縁を留め付ける際は、柱・間柱の位置を確認し、留付ビスの外れには十分注意してください。

胴縁の端空き距離は１０㎜以上確保し、胴縁が割れた場合は、打ち直してください。

また、断熱材部の胴縁においては、留付ビスの締め付け過ぎによる胴縁の沈み込みに注意してください。

（胴縁面に不陸が生じます。）

下屋根 下屋根

縦
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縁

縦
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縁

縦
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縁

縦
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縦
胴

縁

縦
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縁
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縁

横
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縁
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30 30

モエン標準施工 外張り断熱工法

×
確実に留め付けてください。

断熱材 胴縁の不陸によって、

モエンに影響がでるこ

とがあります。

×
不陸

縦胴縁

④下屋根取り合いについては、縦胴縁を補助桟に耐力上効かせるように、下図のように納めてください。

※外張り断熱工法の施工基準以外につきましては、モエン標準施工法に準拠してください。

留付ビスが外れると

十分な留付強度が

確保できません。

断熱厚75㎜超～100㎜以下　限定基準

　１－７　その他の注意点

断熱材の厚さが厚くなることに加え、サッシの高性能化に伴いサッシ自体および

ガラスの重量が増加することが考えられます。

サッシ周囲の桟がサッシ重量で下がらないよう、必要十分な留め付けを行ってく

ださい。
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